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第
一

1

十
五.卷

(

一
七0

0

 

.

英
蘭
兒
童
熒
働
史
研
究

.
上

の

一

寄

與

：

 

』

十
*-
*
號

一
五
こ

の
で
あ
る
せ
做
す
一
所
以
は
玆
R
存
す
る
o
■:
-
 

;
.
.
^
w 

同
時
^
他
の
华
而
^
於
て
評
者
は
次
の
如
く
見
る
。
七
十
年
代
に
於
け
^
上
®-
の
成
果
ば
、"
一
言
に
し
て
S '
へ
ば 

「

產
業
資
本
主
義
の
發
達
^
ょ
る
熟
練
勞
働
カ
^
對
す
ふ
需
要
の
増
加」

を
原
2

^
す
る
も
.の
で
あ
る
。
勿
^

^
民
.の 

#
is
や
社
#
連
帶
の
觀
念
の
普
及
も
亦
、斯
か
る
成
果
を
生
む
^
資
す

fj

ミ
ん
あ
っ
た
^
む
は
確
か
で
あ
る
o乍
併 

尙
其
れ
以
上
R
、'敎
育
制
度
の
發
達
は
其
の
社
會
の
經
濟
的
發
達
^
其
一
の
基
礎
を
置
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
然
か
も 

ロ
ブ
ス
ン
は
此
の
»

^
就
て
說
く
^
ミ
ろ
が
殆
ざ
無
い
々
例
へ
ば
ド
ッ
ブ
ス
が
ー
七
〇
〇
年
乃
至
一
八
五

〇

年

の

英

 

國
k
於
け
る
敎
育
を
取
扱
っ
た
著
書
の
中
で
、「

一

部
分
は
科
學
ど
發
：明

^
が
就
職
^
及
ぼ
す
影
響
^
ょ
办
、

一
祁
分 

は
政
治
的
觀
念
の
生
成
ど
鬪
爭
ビ

f

ク
て
、産
業
の
發
達
が
新
た
な
知
的
關
心
.を
呼
び
起
し
た」

(
D
o
b
d
s
,

 

o
p
. 

dt. 

p. 

1
3
4
0

.

こ
?
$:
述
べ
て
ゐ
る
k
反
し
て
、

ロ 

•フス
.シ
の
新
著
か
ら
は
.こ
の
間
の
消
息
を
見
出
し
得
な
い
の
.で
あ
る
。
 

或
は
、
之
は
當
然
の
こ
ど
ど
し
，て
言
及
.せ
ず
暗
默
の
裡
R
前
提
^
れ
て
ゐ
る
.の
で
あ
る
ど
善
意
R
解
釋
す
ベ
き
も
の 

で
、
あ
、
る
、か

も

知

れ

な

い

が

、

を

れ

で

は

評

者

は

不

滿

を

覺

え

ざ

る

を

得

な

'

S

 

o
從
て
評
者
は
本
書
を
目
し
て
初
等
敎 

育

立

法

史

で

あ

る

ふ

の

で

あ

る

o
,た

V:
、
全
篇
^
瓦
A
V引
證
す
る
ど
こ
ろ
殆
原
資
料
の
み
ょ
ぅ
せ
る
深
就
て 

は
、偕
越
乍
ら
評
者
は
其
の
勞
を
稱
ベ
且
深
謝
の
意
を
表
^
ね
ば
な
ら
な
い
0從
て
ド
*
モ
ン
ト
マ
レ
ン
シ
ィ
が
其
の 

の
序
文
に
於
て
、

「

著
者
の
目
的
は
從
來
散
逸
せ
る
、
又
場
合
^
ょ
っ
て
は
入
手
闽
雛
な
文
書
に
の
み
誌
^
れ
た
諸
事 

著
實
を
%
#.
し
以
て
研
究
者
の
便
に
供
ふ
る
^
存
す
る」

(
J
e

g-ontmorency, 

op. 

dt. 

pp. 

v
i
i
-
V
I
i
o
V
J

云
つ
た 

乙
ど
は
、
其
の
儘
此
の
口
ブ
ス
ン
の
新
著
の
全
態
容
妃
對
し
て
も
當
て
る
M

s

が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

,

‘
.

.

.

::
辯
證
法
硏
究
に
關
す
る
若
干
の
文
献
：

-

.

.
.

.

 

•
 

•
 

.

.

.

.

'

■

.

奧
，田

.：忠

.
：

雄

- 

- 

..

筆
者
は
曾
て
本
誌
上
^

於

て〈

昭

和

六

；
年

八

月

.

號
、「

理
論
經
濟
學
方
法
論
叙
說」

'第
一
f

於
て)

、辯
證
法
的
思 

惟
形
式
の
根
本
的
特
徵
ビ
し
て
次
の
ニ
.つ
の
點
を
指
摘
し
た
：
。

V

 

第

;
.を
の
.通
惟
形
式
は
單
な
る
主
觀
的
思
惟
形
式
た
る
の
み
.な
ら
ず
、.
'同
時
に
客
觀
的
實
在
の
存
在
形
式
^1 

致
し
.、
'之
を
反
映
す
る
%
の
で
あ
る
。
，即
ち
思
惟
形
式
の
客
觀
性
、
現
實
性
、
具
體
性
。

.

.

.

第
二
、，
そ
の
患
惟
形
式
は
確
固
不
動
の
も
の
.で
：は
な
.く
、
或
る
思
惟
形
式
は
を
れ
自
體
に
矛
盾
を
含
み
、
そ
の
矛 

盾

-?
:
'次
か
^v

次
べ
ど
必
然
的
代
克
哪
し
：て
、
'ょ
立
尚
い
認
識
段
階
へ
ミ
無
限
^
發
展
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち 

矛
盾
：の
克
服
へS

R
JE
.確
k
:は
止
揚)

V對
.立
物
の
：’統
'
一
。

(

註

、
此
の
.第

f
r

の
！

§

は
：前

記

論

文̂

於
て
は
未
だ
充
分
論
. 

究

3
れ
为
は
居
&

g

♦ら
し

：て
、
：
近

く

右

論

文

の

續

稿

を
#
く
場
#
ド

詳

し

ぐ

述

：べ
る
：積6
で
：あ
_る
0)

へ 

.斯
る
思
«
形
式
は
.單
な
る
主
«
的
俎
惟
形
式
を
取
极
ふ
所
の
_
式
論
现
學
の
そ
れ
ど
異
.象
る
ば
か
々
で
な
く
、
文 

客
觀
的
實
在
、
，物
自
體
の
世
界
を
木
可
知
な
る
も
の
？
し
、
：
®
ら
主
觀
K
與
へ
，ら
れ
た
現
象
'の
：世
界
比
：そ
.：の
認mt 

限

^
、
'此

,0
現
象
.の
世
界
5:
人

：々

が
.普
遍
妥
當
^
認
識
せ
ん
：が

爲̂
從
ふ
对
&
餘

斯
4
レ
や 

取
披
ぶ
所
の
力
. 

ト
圭
義
の
先
驗

的

論

理

學

：

の
：：

そ
れ
，

v

も

異

な

气

，IH
に
を
れ
'
:の「

客
«1
的
赏
在
^
の
‘ I ；

致
、：

現
實
性 

ビ
具
體
性
^
代
を
の
特
徵
を
見
出
す
。
而
し
'て
乙
.の
#

®
の
故

^

乙
を
、：

最
近
_
證
法
：の
硏
究
0
對
す
谷
要
：求(

は
：熱 

烈
：で
あ
，i
?
;
哲
學
界
紀
於
て
は
へ
I

ゲ
ダ
復
興
を
見
、
'社
會
科
學
の
世
界
k
於
て
は
.唯
.物
辯
證
法
の
.
盛
を
見
る
^
:

，
第
ー
1十
五
^

C:

ブ
七Q

九
.

)

ン
辯
證
设
研
究
に
^
す
る
碁
干
め
^
献
フ 

第
十
-號
；：、

.
5三



第
二
屮
五
卷

2
七
1

8

辯
：證
法
研
究
I

す
る
若
干
.の
文
献

 

.第
十
：5

ー
五
由 

至

っ

た

の

：
で

あ

る

。

蓋
：し

人

間

は

先

、っ
所
與
の
客
觀
^
實
在
を
明
瞭
.に
.認
識
し
、
現
實
性
を
把
提
し
て
己
そ
、
IE
確
^
そ
の
客
«
的
實 

在
か
ら
吾
々
の
要
求
ず
る
も
の
.：を
作

ぅ

出

し

又

は

：乙

れ

を

作
6
變

へ

る
f

が

出

來

る

。

夫

故

社

會

の

轉

換

期

^

於 

て
、
人
々
が
社
#
組
織
の
改
造
R
對
し
多
大
の
關
心
を
持
っ
k
至
る
や
、
必
や
t
t會
の
現
實
性
5:
把
握
せ
i
ど
す
る 

要
求
が
强K

っ
て
.來
る
。
此
の
•こ

:̂
は
明
か
.
歷̂
史
的
事
實
が
證
明
し
て
居
る
0
獨
こ
^
於
け
る
哲
學
の
主
潮
流
が 

骨
，て
は
职
象
の
規
範
認
識
せ
し
て
の
カ
ン
ト
哲
學
か
ら
物
自
體
、
客
觀
的
實
在
の
在
在
認
識
ど
しV

の
へ
ー
ゲ
ル
哲 

學
へ
，ど

流

れ

た

如

く

、
今

日
^
於

_て
も
、
そ
れ
は
新
カ
.ン
.ト
主
義
，か

ら

へ

丨

ゲ

ル

復

典

へ

の

遒

を

迪

っ

て

居

る

。
そ 

し
て

A 

か
け
る
.こ
の
へ
f

グ
ル
復
具
の
必
然
性
を
へ
丨
グ
ル
主
義
者R. 

K
r
o
n
e
r

は
^
當
^
も
斯
く
規
定
し 

七

屈

る『

_
己
の
卸
性
^

#

&を
置
く
安
靜
.せ
る
市
民
時
代
^
は
、

へ
丨
'グ
，
主
義
的
思
惟
よ
6
名
、
力
ン
ト
主
義 

«
恕
惟
の
方
がJ

層
よ
く
適
合
し
て
，

q
た
。
曾
て
獨
乙
の
魂
が
フ
テ
シ
ス
革
命
及
び
.そ
れ
に
餐
く
チ
ポ
レ
オ
ン
^
爭 

の
.出
來
事
^
よ
：っ

て

甚

だ

し

く®
槭
せ
ら
れ
、
.
そ
の
全
猝
在
の
'甚
礎
が
危
'ふ
く
せ
ら
れ
る
の
を
見
た
や
ぅ
に
、
今

 ̂

た
¥
び
世
界
戰
餅
^
よ
り
又
そ
れ
^
續
く
革
命
に
よ
っ
て
、
' ド
イ
ツ
人
の
市
民
生
活
の
營
ま
れ
て
ゐ
る
全
地
盤
が
動 

搐
3
せ
s

'n
w
。
そ
れ
故
哲
學
的
討
究
も
、
i
の
疑
問
？
次
っ
た
世
界
ビ
云
ふ
於%

の
、
不
可
S
な
、
こ
の
上
な
く 

不
可
解
な
核
心
の
$
ち
ド
、
苒

び一

層
深
く
突
さ
入
っ
て
行
くVJ

云
ふ
乙
ど
は
：、
少
し
も
不
思
議
な
I
ヾ

」

で
は
な 

い
。』VJ

。

社
食
科
學
の
世
界
、
殊

会

の

_

を
な
す
方
法
論
も
同
様
の
運
命
をg

?

居
る
。
W
へ
ば
經
濟
學
方 

法
論
の
如
さ
は
、
十
九
佌
紀
末
よ
6
.世
界
大
戰
以
前
迄
は
、
殆
ん
ざ
新
カ
_ン
ト
主
義
の
獨
裁
下
^
あ
っ
た
匕
云
づ
て 

も
よ
く
、
又
菩
が
國
k
於

て

もI

時

左

右

田

イ

ズ

ム

の

儘

直

た

。
然
る
k
大
戰
以
後
、
蕾

最

近

數

年

間

k
於 

て
1
是
等
新
カ
ン
ト
主
義
、
左
右
田
イ
ズ
ム
は
一
途
に
凋
落
の
道
を
迚
々
、
之
ど
：皮
對
に
职
な
る
現
象
で
な
く
、
現 

象
の
背
後
^

»
れ
太
^
實
の
經
濟
的
存
在
'-
^
把
.振
せ
ん
ど
す
る
唯
物
辯
證
法
の
隆
盛
を
見
る
^
至
つ
た
。

斯
く
て
"
'客

觀

的

，
實

在

、
，
：
現

.實
性

:0
杷
攝
を
可
能
な
ら
し
む
る
辯
蕭
法
的
思
惟
形
式
の
研
究
は
、
■現
在
多
く
の
人 

々
に
ょ0

て
要
求
3
れ

、
必
要
^

^
れ
て
居
る
が
故
^
、
，
玆

に

こ

れ̂

關
す
る
若
午
の
文
献
を
紹
介
す
る
。

'然
し

辯

證

法k
闞
す
る
文
献
を
紹
介
す
る
化
先
立
つ
て
、
豫
め
鵄
代
^
於
け
る
辯
證
法
硏
究
の
三
つ
の
主
耍
方
昀 

に
，

一

言

す

る

の

は

無

駄

，で

は

な

い
^
思
ふ
。
御
か
な
れ
_ば
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
文
献
の
選
擇
範
園
を
限
定
し
得
る
か
ら 

で
あ
る
。：
然
ら
ば
$
の
三
つ
の
主
要
方
向
ヒ
|
何

か

せ

：云

ふ̂

、
第
ー
は
批
判
的
辯
證
法
、
.第
ニ
は
见
辯
的
辯
證
.法
、
 

第
三
は
*
物

辯

，證

法

で

あ

る

。

第

一

の

立

場

：

t
r

:f
f
iん
で
へ
！
ゲ
ル
の
辯
證
法
を
猓
用
し
ょ
ぅ
^
は
す
る
が
、
然
し 

そ
の
思
辯
的
^
形
前
.上
學
的
な
る
內
容
を
斥
.：6
、
靡
ら
カ
シ
ト
的
制
限
の
下
^
、
認
識
を
主
觀
^
與
へ
ら
れ
允
現
象 

世
界
に
.限

之

.乙
れ
.を
認
識
す
る
我
令
主
觀
の
有
限
的
タ
る
制
限
^
れ

た

る

糈

神

^
の

み

矛

盾

的

性

質

を

認

め

ん

ビ 

す
る
の
で
あ
る
o
即
ち
奪
ら
|
|識
論

^
し
て
の
辯
證
法
の
み
?:
，認
め
ん
€
す
る
0
で
あ
る
。
Z

の
方
向
は
3

f
 

ed 

M
a
r
c
k

 

が
そ
の
著
.
:Di

e

 

Dialektik 

in 

d
e
r

 PMlosophie 

der 

G
e
g
e
n
w
a
r
t

 
ニ

R
於
て
明
瞭
^
指
摘
し
て
©

る
が 

如
く
、
現
今
す
ベ
て
の
カ
シ
ト
學
徒
、
即
ち
西
南
ド
ィ
ツ
寧
派
か
ら
出
發
し
たHeinrich 

Rickert, 

J
o
g
s
o
o
h
n
,

 

B
r

目o 

B
a
u
c
h

も
、
或
は
マ
ー

グ
ブ
グ
グ
學
派
か
ら
出
たwrlist 

Cassierer

及

び

Nicolai 

H
a
r
t
m
a
n
n

も
或
は 

又
べ
ル
リ
ン
學
派
か
ら
出
た‘
Richard 

H
a
n
i
g
s
l

も
か
、
る
批
判
的
辯
證
法
に
向
つ
て
進
ま
ぅ
^
し
て
ゐ
る
し
、
 

又
！i

_

kMartin 

H
e
i
d
e
g
g
e
r

や
.Th

e
o
d
o
r

匚
^

の
如
さ
現
象
學
徒
も
乙
の
傾
向
か
ら
理
解
^
れ
る
。
之
^
對 

し
て
、
第
二
の
思
辯
的
_
證
法
は
芷
統
0
,へ
ー
ゲ
ル
辯
證
法
の
流
れ
を
汲
み
>

^

^

我

々

主

觀

の

有

限

的

な

る

制

限 

れ
た
..る
精

神
^
矛

盾

的

性

質

を

認

め

るk
止
ま
ら
ず
、
K

k
我
々
主
観
に
興
へ
ら
れ
た
經
驗
的
現
象
の
世
界
を
思 

辯
に

.ょ

.つ
，.て
超
出
^

現
象
の
背
後
に
於
け
_る
物
自
體
广
客
觀
的
實
在
の
世
界
^

%
斯

る

辯

證

法

的

矛

盾5:
認
め
、
 

斯
く
'

^

認̂
識
論
ど
し
气
の
辯
證
法
^
止
ま
ら
ず
ノ
同
時
に
存
在
論
、
形
而
^i

學vS

い
て
の
辯
證
如
を
主
張
せ
A 

す
る
。
そ
.し
，'て
t
の
客
觀
的
實
在
を
矛
®
を

通

じ

て

自

己

發

展

す

る

：絕

對

的

精

神

.

v

見
る
が
故
に
又
觀
念
辯
證
法 

V
7
^

 
名
付
け
ら
れ
る
:0
^
の
方
向
を
現
*
迎
る
者
^
し
て
は
、

0
, Lasson, 

I-iv 

Talkenbeim, 

R. 

Kroner, 

H
L

i
第

二

屮

沉

卷
c
lrL
r

l

w
_
證
法
f

.
に
働
す
る
素
干
の
文
.献

 

.，第

十

一

號
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五
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十

著
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二)

辯
證
法
潔
に
奪
秦
千
本
文
軟

 

' 

i
k
六 

.
G
l
o
t
e

ず
^

H
a
i
g
.

等
が
あ
•る
。
第
_

0
雕

物
_
證

徐

は

我
.々
走
觀
の
：認

識

作

用

れ

矛

盾

的

脞

質
'5
:
認
あ
る
の

冶

浮

■

俯

攻

翁

潘

僅

雨

请

泰

.他

娘

ず
一
る
.霧

的

性

質

裏

®
す

ネ
も
^

f

各V

同

時

ド

存
-

^

あ̂
る
辯
鐵
法
を
主
張
す
る
激
せ
於
^

ie
r
«.
1
.の
批

判

的

辯

證

法

ヒ

は

異

>

、

「

第
二 g

-

思 

籍

的

餚
.©
法
^
派

咐

べ
^
は
.云

：へ
、

^
れ
_は
：客

顧

的
.*
在

?:
.
#質
^
^

る

敦̂

於

て

補

念

辯

證

：法
で.は
#
く
、
：
疋
ヒ
唯
物
辯
證.法
な
'̂

，同
知
り
如

，
、V 

マ
ル
ク
ネ
主
義
者
達
で
は
あ
.
る
が
、
嚴
濟
な
意
味
で
.
の

喻#

|

|

證

法

は

獨

办

露

西

逝

^

於
け
る
レ
I

汗
ン
主
義
者
等 

め
主
肥
す
る
//

で

.あ

々

獨

乙
R
於
け
る
力
ゥ

ッ
キ
ー
を
中
心
ど
す
る
所
謂
，
.疋
統
派
：：
マ
ル
>
:
ス
主
義
者
は
未
だ

«

念 

論
^
殘
摔
を
淸
箅
し
て
は
處
ら
ず
、
塊
地
利
^
於
け
る
マ
ッ
ク
ス•

ア
ド
ラ
-
7を
中

、い

ビ

す

る

新

ヵゾ
ト
K

11
:
會
主
義 

者
^

至

？

は

、
，
純

然

た

.る

妣

判

的
_

證

法5:
主

張

し.

|

る
0
,

.

J

.

:

X

以
上
ジ
三
つ
の
ぎ
證
法
#

■ 

:?/
れ
；̂

硏
究
.の
方
向
を
決
定
す
可
'&
か
ど
云
ふ
に
、
第

|

の
批
判
的
^
證
变
よ 

先
^
指
摘
し
.た
Mr
の
菩
々
の
要
衆
す
る
客
觀
的
實
在
、
現
實
性
.の
把
振
を
可
能
な
ら
し
む
る
響

.去
で
よ
あ
6
得
な 

い
。，
斯
る
要
.求
^
適
合
す
..る
の
は
第
ー
{ど
第
三
の
辯
證
法
の
み
で
は
あ
る
が
、
第
二
の
そ
れ
は
客
観
的
實
t
の
t
質 

S

驗

證

明

A

ば

る

神

■
的
I

對
精
神
S

む
I

I

て
、.
經
驗
科
學
の
方
法
論
の
I

ヒ

1

6
得

よ

つ

て

直

篇

驗

&
與
へ
^>
£
た
現
象
«:
>
;#
-
;':
^
,
1辟
.
3、
：現
象
の
宵
後
化
存
す
る
物
自
體
、
客

麗

K
在
の
本
質
を 

4
觀

に

於

て

谓

瓏

5:
!

^

S
注f

湯

て

再

生

蕾

れ

た

本

質

が

眞

I

觀
的
實
在
の
.夫
ど
一
致
す
る
S

 

力
を
人
間
の
經
驗
的
a
踐

活

動
に
よ
，つ.て
；證

朋

す

る

か

ら.で
あ
る
。
冬
れ
故
經
驗
科
學
、
例
へ
ば
社
會
科
學
の
方
& 

論
ど
し
て
：辯
®
法
を
硏
究
す
る
者
^
ヒ

0
て
は
、
第
三
.の
.唯
物

辯

證

法

の

み

：が

疋

し

い

。'

:.

.
從

ワ

て

ム
^
か
.て
は

雕

物

§-
羅

法

の
.«
究
^
關
す
<る
文
献
?:
；中

心
S
し
て
紹
介
す
る
。
先
づ
第 

一
^

^
愤
^1
1 

ミ

し

て

、

辯

證

法

：
の

古

代

希

*
よ
$
現
代
に
：至

る

迄

の.史
的

發

展
^
關
す
る
文
献
を
擧
ぐ
ゲ
次
い
，で

第

音

へ

ー

t

.
'
.
.
.
. 

.

.

. 

:
••
•
• 

J 

.

.

.

.

.

.

.

. 

V -

ル
の
辯
證
法
^
關
す
る
.文
献
を
擧
ぐ
。
ヒ
.云
ふ
の
は
、
周
知
：の
如 

<
;ず
グ
ク
▲
、
キ
ン
ダ

，
ス

の
唯

物

辯

證

法

は

，
へ
ー 

ゲ
ル
か
ら
.の
發
.M
で
あ
る
ば
か
4
で
.な
く
、.
51
に
現
在
特
忆
'へ.—

ゲ
ル
辯
證
法
の
硏
究
2:
必
要
ど
す
る
理
由
は
、
曾 

て
.マ
ル
ク
ス
、
.工
ン
ゲV

ス
自
身
は
唯
物
辯
證
法
の
姐
惟
形
式
を
體
系
的
化
明
暸
^
記
述
し
た
乙
迄
は
な
く
、
0

( 

此
の
方
法
の
適
用
^
ょ
る
.所

產

0史
的
唯
物
論
、
自
然
辯
證
法
>
?:
:殘
し
た
の
み
で
あ
々
、
乙
：の
果
さ
れ
ざ
る
課
題 

を
レ
，

—

 

二 V

は
：そ

の

哲

學

ノ

ー

ト

に

於
.て
或
^
程
度
な
し
遂
げ
，た
ど
は
云
へ
、
未
だ
完
成
す
る
^
至
ら
ず
し
て
終
办
、
 

.を
の
完
成
は
唯
.
>菩
々
^
の
み
殘
^
れ
た
課
«

^

0

此̂
の
課
題
の
解
決
は
レ
丨
1
1
.ン
の
.暗
示
す
る
が
如
く
、
大 

體

R
於
て
へ
ー
ゲ
，
の
辯
證
法
的
思
惟
形
式
，̂

!

(

へ
ー
ゲ
ゲ
の
：論

理

學

)

に
從
CA
、
之
を
唯
物
論
的
に
解
釋
し 

直
す
點
R
存
す
る
か
"
&
で
あ
る
。
.
^rj.

ろ

で

雛

解

な

へ

ー

ゲ

ル

論

理

學

を

硏

究

ず

る

爲

に

，

先

づ

最

初

^
.

(

<)

へ 

-丨
ゲ
ル
哲
學一

般
の
解
說
書
を
擧
げ
、
次S

で

S

へ
ー
ゲ
,
の
辯
證
法
的
論
理
學
の
解
說
書
を
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げ
、
最
後
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へ.！

ゲ

ル
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身

の

著

作
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o
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^
直

接

唯

物

辯

證
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關
す
る
文
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擧
ぐ
。
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更
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細
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0
マ
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し
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證
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解
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識
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す
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Jonas . Cohn, 

T
h
e
l

 

der 

Dialektik 

へ
枇
判
的
辯
證
法
論
者
、
古
：代
希
臘
ょ
.
 

ぅ
現
代
迄
の
發
展
2:
;
逾
ぶ
>

T
h
a
l
n
d
m
e
r

 
u
n
d

 bebarin, 

Spinozas 

Stellung in 

der 

Vorgeschicite d
e
「

庚
 

m
u
s
‘
M
a
r
x
l
c
h
e

 
B
l
t
h
e
k
.

 

s

藤
榮

譯
_

唆

法

的«
物
論
前
史」

芝
.生
開
>
'
:

(

ぺ

-:
.: 

く

.

Deborin, 

Die 

Dialektik 

bei 

Kant. 

Studien 

&
r 

G
e
s
c
H
c
h
t
e

 der 

Dialektik. 

L

 

In : 

M
a
r
x
-
E
n
g
d
s

 

Archiv. 

Bd. 

I. 

p
 

7
-
00
I
*

(
邦
譯
あ
々
、
周
知
の
如
く
唯
物
辯
證
法
論
者)

'

D
e
b
o
m
,

 

D
i
e
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潮
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概
觀
し
、
最
後
に 

自
己
の
立
場
を
述
£
 

-

ひiegfiied Marck, Hegelianismus u
n
d

 M
a
r
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ゲ
K

R
■
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ゲ
ル
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レ
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へ
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ゲ
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叢
文
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邦
語
の
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說
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ゲ
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參
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笫
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u
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i
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佐
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岩
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卷
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.
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叙
述
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。
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 d
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p
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p
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島
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レ
I
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揚
婢
、
特
に
頁
|
丨
ニ
〇
四
參
照
、
こ
の
他
に
も
邦_
あ
.气

)

(

訣
て
マ
か
ク
ス
、
エ
.ゾ
ゲ
ル
ス
以
後
に
於
て「

、
^
物
辩
證
法
研
贺
の
發
展
に
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大
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寄
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し
た
渚
は
レ
ー
-一
ン
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あ
リ
、
特
に
彼
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物
辯
證
法
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思
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體
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究
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ん
迖
し
て
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破
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_
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究
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菽
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右
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献
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右
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「

レ
丨
一
一
ン
I

學
史
の
若
午
の
問
題」

右
高
雜
誌
へ
第
十
七
號
、
灵

〇

丨

ニ

三
 

I

辯
證
逆
に
關
す
る
レー

|
|ン
自
身
の
著
，

‘

ア
ド
ラ
キ
ー
編「

レ
f 
二
ン
史
的
唯
物
論
體
系
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希
望
開
？
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、
レ
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ン
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齒
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辯
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參
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著
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追
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.
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|
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キ
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法
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A
V

S
I
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S
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す
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八
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右
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反
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把
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九
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一
九
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六
年
0
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レ
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.ニ.
ゾ
が
最
珞
哲
學
的
間
題
を
多
く
硏
究
す
る
を
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た
最
終
期
、

•

勿
論
そ
れ
以
後
^
於
て
も
哲
學
的
問
題
の
硏
究
を
放
拋
し
は
し
な
い
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：

「

第

二

ィ

ン

タ

ー

ナ
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ョ

ナ
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の
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壊
^
辯

證

法

ど

詭

辯
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の
差
異
を
指
摘
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「
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す
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論
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ス
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ュ
丨
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：
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證
法
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M
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c
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「
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猶
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狀
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濟
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右
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近
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ど
る
か
、

'

C

3
哲
學
史
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史
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著
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摩
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ボ
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；
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仕
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、
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、
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總
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ĉ,
«

^

.̂/々‘̂̂
■̂̂

“̂
•vv̂

-
-
>«-
<
r>,
\

、/

i 
へ

-
?

、

w

^
5?*
1>
 ̂

S
/
A
V

i

i

s

i

^

l

^
ぐ

4

懂

響

_

#

癒

_

遣

慮

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

、
象

^

藤
 11̂

#

響

i

3̂1m
ぎ 
%  *

P
春ナ
m

レ ‘
j'? t
な>
パ ^

尊

;H|

3 ,r̂;
ニ

I

s

f

i

l

p

s

i

H\r i*
、•ぺ 、t >f*"A T ff. ̂ て‘
两

cふr；：l；パパ 
切イjベ,
鈴し、パ

_  衿-si、〜十
it、 ミ̂
'パ
ベd 
む

| 
<s
_

rV-

4J\4

¥

s
# 

'
i
f
-

- fザ

m、、
和:類

%>
Vベ

tt:te M
*舞?f
舞
捕 f

霉
、‘ ；̂| 'tEリS会
t m

_  
故_

傲
l

m

.

- L .一
_
い.'1

h• • く--. v  •

嫩_
^ i  f

響I

レ
 t

A

a 

I 

\ そ

義

1

2

1

' 

,

o-i
て
^
+

4S

1
i.

V*

fl
i,

iif*i .

し

\
>冬%


